
金
海
古
政
志
怨
廿
七

ら
る
。

O
策
銀
山
古
墳

此
の
古
墳
は
、
伴
氏
下
邸
内
K
あ
り
て
.
品
部
限
町
の
往
来
脇
也
。
樹

上
K
雑
木
・
藤
な
ど
生
ひ
茂
り
、
世
人
築
制
崎
山
と
呼
べ
り
。
組
尾
紀
に

云
ム
。
祭
酬
明
山
の
古
塚
は
、
伴
氏
民
長
中
下
邸
拝
俄
な
き
以
前
よ
り
あ

り
て
、由
来
あ
る
べ
き
境
基
た
り
し
か
ど
.
共
の
仰
校
総
え
て
鮮
か
な

ら
宇
。
を
し
む
べ
し
。
と
あ
り
。
思
ふ
に
、
此
の
古
墳
は
い
に
し
へ

い
か
怠
る
武
人
の
披
基
友
り
け
ん
。
白
楽
天
の
詩
陀
、
古
基
何
代
人
。

不
v
知
a

姓
奥
'
名
・
化
作
z
路
傍
土
吋
年
々
海
草
生
。
と
は
か
h

る
古
抑
制
を

い
ム
友
る
べ
し
。
徒
然
草
に
も
‘
人
の
友
き
あ
と
ば
か
り
か
注
し
き

は
な
し
。
跡
と
ふ
わ
ざ
も
絶
え
ぬ
れ
ば
.
何
れ
の
人
と
名
を
だ
に
知

ら
十
。
年
々
の
砕
の
草
の
み
ぞ
.
心
あ
る
ら
ん
人
は
あ
は
れ
と
見
る

べ
き
を
、
は

τは
あ
ら
し
に
む
せ
び
し
松
も
.
千
と
せ
を
ま
た
で
‘

出
制
に
く
だ
か
れ
‘

ふ
る
き
塚
は
す
か
れ
て
聞
と
な
り
ぬ
。
モ
の
か
た

だ
に
な
く
な
り
ぬ
る
ぞ
か
た
し
き
。
と
住
吉
也
け
る
は
.
信
に
さ
る

と
と
危
る
ペ
し
。

O
象

限

町

此
の
町
名
は
、
冗
文
十
年
の
九
十
歳
者
誌
上
般
に
、
象
限
町
日
角
取

命
と
.
徴
陥
商
公
治
事
に
あ
り
。
国
初
の
頃
は
過
分
K
采
地
主
叩蜘は

れ
る
象
限
師
も
召
抱
え
ら
れ
た
り
。
究
永
四
年
の
士
般
に
、
百
五
十

石
段
限
度
今
村
平
兵
衛
と
見
h
.
務
閣
官
職
過
考
K
.
mP4
象
限
剛
山
脚

木
市
郎
右
街
門
六
祉
の
組
椛
太
夫
は
、
瑞
能
公
の
時
知
行
自
五
十
石

を
賜
は
り
、
御
図
品
部
限
細
工
仕
初
め
、
究
永
元
年
に
象
眼
鐙
二
足
幕

府
へ
献
上
せ
ら
る
。
台
徳
持
説
家
天
下
太
平
吉
例
の
図
産
也
と
て
.

以
後
ま
で
所
笠
し
給
ひ
、
弟
子
三
十
八
人
各
電五
十
依
宛
協
は
り
、
仙紙

限
鐙
御
朋
を
勤
む
。
是
起
加
危
り
。
五
世
の
組
櫛
太
夫
政
治
二
年
十

五
人
扶
持
開
聞
は
り
、

銃
御
用
抜
取
と
成
b
.
代
々
勤
ν
之
。
天
明
四
年

六
月
廿
八
日
勝
木
市
邸
右
術
門
等
初
て
細
工
者
並
に
命
ぜ
ら
れ
、
切

米
四
十
依
宛
賜
は
り
、
市
郎
右
衛
門

へ
は
外
に
八
人
扶
持
下
さ
る
。

と
あ
り
.
右
勝
木
市
郎
右
衛
門
が
出
陣
刊
住
陀
減
せ
た
る
如
く
友
ら

ば
、
利
長
卿
の
時
勝
木
椛
太
夫
を
ば
扶
持
せ
ら
れ
し
よ
り
、
加
賀
仙
紙

限
細
工
初
り
て
、
仙拡
限
鐙
は
立
永
元
年
よ
り
幕
府
へ
の
巡
献
物
と
た

り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
十
二
冊
定
繋
令
所
傍
目
部
K
、
御
図
名
物
三

回
開
御
献
上
方
‘
延
享
二
年
は
御
手
綱
、
同
三
年
は
山
人
車
中
位
、
同
四
年

は
御
鐙
也
。
御
手
糾
布
越
中
出
来
、
染
金
揮
。
大
車
中
容
は
河
北
郡
二

俣
村
に
而
漉
上
。
御
鐙
は
御
細
ヱ
所
陀
而
出
来
。
但
し
最
初
は
町
之

金
津
古
政
志
巻
廿
七

四

甚
七
郎
が
事
を
紀
縦
し
.
元
乱
脈
三
年
の
火
災
記
共
の
外
元
総
卒
保

同
酬
の
記
録
共
K
.
皆
象
限
町
と
あ
り
て
、
ず
ワ
f
y
町
と
呼
ぴ
た
り

し
を
.
後
呼
び
誤
り
て
.
今
は
世
人
グ
ワ
ガ
ネ
町
と
い
へ
り
。
或
は

云
ム
。
此
の
町
は
普
段
限
師
北
ハ
の
邸
地
k
m糊
は
り
‘
震
に
居
住
せ
し

故
K
.
町
名
と
は
成
り
た
る
た
ら
ん
と
い
へ
り
。

O
加
賀
象
眼
事
時

和
訓
架
K
-
E
ム
。
古
う
が
ん
は
、
島
問
蔀
物
語
に
ぎ
う
が
ん
う
す
物
と

見
h
、
侍
中
群
裂
に
下
製
夏
欽
限
と
見
ゆ
。
う
す
も
の
L

名
な
り
と

い
へ
り
。
古
今
一帯
開
銀
に
ふ
た
廷
の
ざ
う
が
又
ふ
か
み
ど
り
の
古
う

が
た
ど
い
へ
る
も
是
成
る
ペ
し
。
刀
叙
の
具
た
ど
に
い
ふ
は
磁
棋
の

字
な
る
べ
し
。
又
銭
限
た
り
と
も
い
へ
り
。
と
あ
り
。
抑
e
拍
車
限
は
何

れ
の
時
代
よ
り
殿
、
加
賀
図
の
名
産
と
は
な
し
け
る
故
K
.
加
越
能

名
物
往
来
と
い
へ
る
も
の
に
も
欽
限
鐙
・
鍔
・
小
柄
な
ど
を
減
せ
た

り。

中
に
も
象
眼
銃
は
首
図
の
名
物
と
な
し
‘
開
制
球
中
は
幕
府
へ
の

献
怖
ロ
聞
の
第
一
に
て
、
臨
時
進
献
せ
ら
れ
、
時
務
主
へ
の
逃
物
陀
も

成
り
た
り
。
故
に
明
賂
三
年
T
M聞
の
江
戸
火
災
の
節
、
大
火
之
由
小

松
へ
附
え
け
れ
ば
、
利
常
卿
共
の
他
八
幡
久
越
を
以
て
、
御
池
共
事

行
松
本
，
次
郎
左
衛
門

へ
被
ι
仰
波
一
金
滞
陀
於
て
欽
限
鐙
千
足
出
来
被
v

ι限
師
共
罷
出
、

一
統
仕
底
、
共
内
用
人
御
細
工
人
並
に
被
n

沼
抱
一

御
献
上
之
分
迄
御
細
工
所
K
而
仕
、
御
進
物
之
分
は
町
細
工
人

一
統

h
被
ι
仰
何
↓
紺
形
得
於
=御
用
所
-
極
り
、
町
品目所
h
地
し
、
直
段
相
阿
世

候
。
細
工
人
名
前
。

金

子

市

兵

術

守

良

惣
右
衛
門

タK

ヨk

盟

次

氏

屋

市
郎
議
門

図

久

問
問
右
衛
門

凶

腕

奥
た
衛
門

永

直

4事

次

櫛
左
衛
門

宇

兵

衛

右
は
町
細
工
人
陀
て
、
金
都
市
中
に
居
住
し
.
象
眼
鐙
等

E
M刷
工
な

倫倫

?吉山

し
け
る
者
共
陀
て
、
延
享
の
頃
存
命
せ
し
細
工
人
の
名
前
也
。

O 
鍛

-ム
'ロ

町

亀
尾
記
に
、
鍛
冶
町
は
も
と
安
江
鍛
冶
町
と
呼
ぴ
た
る
を
、
今
は
安

江
の
こ
宇
を
省
き
た
り
。
と
い
へ
り
0

・
年
次
按
宇
る
に
.
安
江
村
の

五




